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広告のお問い合わせは、株式会社ホープ（℡092-716-1404）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。

アカウント moriguchi_smile
　守口市にあるさまざまなスマ
イル（景色、人、モノなど）をハッ
シュタグもりスマイル（#もりス
マイル）を付けて投稿してね。
その中から、リポスト（シェア）
させていただくこともあります。#もりスマイル　#ゆるキャラグ

ランプリ2020　#もり吉　
#投票　#キャラクター

　あなたが「いつまでも住み続けた
いまち」はどんなまちですか？
　カフェがたくさんあるまち、子
育てがしやすいまち、学生の活動
がさかんなまち、…などなど想像

がふくらみます。守口市には、ゆったりくつろげ
る図書館、芝生の広がる大きな公園、便利な交通
アクセス、…めぐまれた魅力がたくさんあります。
　守口市で暮らすあなたは、『もりぐち』の主人公。
　あなたの「住み続けたいまち」を一緒につくって
いきませんか？

企画課　山口
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　8月5日から7日までの３日間、平和のつどいが開催され、原
爆被害写真を中心としたパネル展、被爆体験を聞くつどいが行
われました。
　訪れた人からは、「子どもが修学旅行で広島に行くので、勉
強できたらと思い来ました。これからも毎年続けて若い人たち
にも知ってほしい。」と感想が寄せられました。
　被爆体験を語った牧原清子さんは、「原爆、戦争は二度とな
いようにしてほしい」と力強く訴えました。

　西端市長と立住市議会議長が関西医科大学総合医療センターを訪れ、市民の命を守るため医療現場の最前線で尽力
されている病院関係者の皆さんに、市民を代表して感謝と激励の言葉をお伝えしました。
　また、今後の新型コロナウイルス感染動向や医療体制などについて、
杉浦哲朗病院長をはじめ同センター職員の皆さんと意見交換し、大阪
府から提供があった防護服2,000着と市内企業から寄付いただいた
フェイスシールド200個を提供しました。
　今後も市内医療施設としっかり連携し、新型コロナウイルス感染拡
大防止策を進めてまいります。

　「おおさか元気広場」のプログラムとして、下島小学校もりぐち児
童クラブ登録児童室・入会児童室の１年生を対象に大阪いずみ市民
生活協同組合実施の手洗い教室「みんなで手を洗おう（手洗い体験）」
が行われました。
　実際に普段通りに手を洗い、ブラックライトを当ててみると…予
想以上の洗い残しに、子どもたちからも驚きの声が聞こえました。
　コロナ禍において、手洗いの重要性が再認識される中、大変有意
義な教室となりました。

　現在、感染予防に努めながら、高齢者の活動を一部再開してい
ます。このたび市内団体より寄付をいただき、高齢者の集いの場
であるさんあい広場と単位老人クラブに消毒液を配布しました。
　さんあい広場とうだの松井会長は、「コロナが収束したら、また
活動を全面的に再開してみんなで元気に過ごしたいと思っていま
す。そのためにも、消毒液を活用し予防に努めながら今後も〝ふ
れあい″〝語り合い″〝助け合い″の３つのあいを持って運営してい
きます。」と話しました。

「原爆、戦争は二度とないように」医療従事者の皆さんへエールを

手洗い上手にできるかな？

高齢者の元気な生活をサポート！

平和のつどい

下島小学校もりぐち児童クラブ

さんあい広場などに消毒液を配布
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　コロナ禍で、今までのような大人数での介護予防教室が開催で
きない状況です。
　自宅でできる脳の体操をYouTubeで紹介しています。おうちで
認知症予防・介護予防に取り組みましょう。
　第1弾「後出しジャンケン」
　第2弾「指の体操」
　第3弾「数字でパン」
問高齢介護課   ℡06-6992-1610

自宅でできる脳の体操
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